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供試体 3 B,Cを準 て，3種類 側圧σ3=p
れぞれ次に示すような手順a),b)で行った。(Figure 1参照)下記の文
なお，各供試体の土粒子質量ms=350(g)，土粒子密度ρs=2.68(g/cm
間隙体積，Vs：土粒子体積)，三軸圧縮試験の時に供試体に作用
σ1’－σ3’である。 
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 Figure1(a)に示すような高さH(m)の鉛直な断面をもつ飽和粘土
深さd(m)の滑らかな土留め壁OBの安定問題を考える。下記の文
い方に○をつけなさい。なお，この粘土の飽和単位体積重量γs
行きは 1(m)とする。土留め壁OBは土圧によって左方向に移動し
の傾斜角α(0<α<π/2)の直線すべり面BCに沿って破壊し，壁OB
角β(0<β<π/2)の直線すべり面BDに沿って破壊したとする。 
1.壁 OBの右側の直線すべり面 BC上の土塊ブロック OBCに着目

(1)土塊ブロックOBCの自重WA，すべり面BC上のせん断力S

WA=
α

γ
tan

)(
2

2dHsat +
⋅  (kN)，SA=

αsin
dHCu

+
⋅ (kN)である。 

(2)土塊ブロックOBCに作用する鉛直，水平方向の力の釣合い式
ぞれ次のようになる。なお，PAは土塊ブロックOBCが壁を押す力
断力と垂直力である。 

鉛直方向： αα cossin ⋅−⋅− NSW AAA ＝0，水平方

 (3)以上の結果より，PAをγsat，Cu，H，d，αを用いて表すと

 (4)このとき，0<α<π/2の範囲でαを変化させた。α=
4
π
のと

極値P1= ( ) ( dHCdH u
sat +⋅⋅−+⋅ 2
2

2γ )  (kN)であり，対応するせん断
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N1= ( ) )(2
2
2 2 dHCdH usat +⋅⋅−+⋅⋅γ  (kN)である。 

2.壁 OBの左側の直線すべり面 BD上の土塊ブロック ABDに着目
(1)土塊ブロックABDの自重WP，すべり面BD上のせん断力

WP=
β

γ
tan2

2dsat ⋅  (kN)，SP=
βsin

dCu ⋅  (kN)である。 

(2)土塊ブロックABDに作用する鉛直，水平方向の力の釣合い
ぞれ次のようになる。なお，PPは土塊ブロックABDが壁に押され
力と垂直力である。 

鉛直方向： ββ cossin ⋅−⋅+ ppp NSW ＝0，水平方

 (4)以上の結果より，PPをγsat，Cu，d，βを用いて表すと，PP

 (5)このとき，0<β<π/2 の範囲でβを変化させた。β=
4
π
の

P2= dCd u
sat ⋅⋅+⋅ 2
2

2γ  (kN)であり，対応するせん断力S2= dCu ⋅⋅2  

3.以上のようにして求めた壁OBに作用する土圧P1とP2が等しく

D=
2
H

−  (m)である。（なお，γsatH/Cu>4） 4 
0=100,200,
中の空欄を
3)，水の密
する平均有

1 

地盤を支え
中の空欄を
at(kN/m3)，
，壁OBの右
の左側の粘

する。(F
Aは，γsat，

は図中の
の反力，S

向： +PA

，PA= γ
2

⋅sat

きに，PAは

力S1= 2 C⋅

D

する。(F
SPは， γ

式は図中の

る力，SP

向： −pP

= γ
2

2 +⋅ dsat

ときに，P

(kN)，垂直力

なるとき
300(kN/m2)の下で排水三軸圧縮試験をそ
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同じ飽和砂の
 本A,
 備し
 の
適切な文字式または数字で埋めなさい。

度ρw=1.00(g/cm3)，間隙比e=Vv/Vs (Vv：

効主応力p’=(σ1’+2σ3’)/3，主応力差q=

るために，地盤内に埋め込んだ根入れ
適切な文字式または数値で埋め，正し
非排水せん断強度Cu(kN/m2)，地盤の奥
側の粘土地盤は主働状態で水平面から
土地盤は受働状態で水平面からの傾斜
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igure1(c)参照) 
sat，Cu，d，βを用いると，それぞれ

WP，PP，SP，NP，βを用いると，それ

，NPはそれぞれすべり面BD上のせん断

ββ sincos ⋅−⋅ pp NS ＝0 

β2sin
12 ⋅⋅⋅ dCu (kN)である。 

Pは｛極大，極小｝となる。また，極値

N2= dCudsat ⋅⋅+⋅⋅ 2
2
2 2γ  (kN)である。 

48=5×8+3+2+3 

の，壁の埋め込み深さd=Dとすると，


